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おうぎ形内部の円の移動 

 

図のように中心角が１２０度で半径が９㎝のおうぎ形の内部を，半径３㎝の円が自由に移動します。１辺

が１㎝の正三角形の面積を△㎝２とすると，円が移動できる範囲の面積はあああ ± あいあ×△㎝２です。, 

あああ，あいあにあてはまる数と，±には＋と－のどちらが入るかを答えなさい。円周率は３.１４としま

す。 
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おうぎ形内部の円の移動 ６５.９４＋２４×△㎝２ 

 

 おうぎ形の内部で円が移動できないのは，図１の影をつけた部分ア，イです。 

まずアの面積を考えます。図２において半径９㎝，中心角３０度のおうぎ形から，あみ目で示した直角三

角形と斜線で示した中心角１２０度のおうぎ形を除くと，アの部分が残ります。 

半径９㎝・中心角３０度のおうぎ形 

９×９×３.１４×
１

１２
＝６.７５×３.１４（㎝２）です。 

あみ目で示した直角三角形 

１辺が６㎝の正三角形の半分です。１辺が６㎝の正三角形の面積は，６×６×△＝３６×△（㎝２）です

から，その半分は（１８×△）㎝２です。 

斜線で示したおうぎ形 

３×３×３.１４×
１

３
＝３×３.１４（㎝２）です。 

よって，アの部分の面積は（６.７５×３.１４－１８×△－３×３.１４）×２＝７.５×３.１４－３６×△

（㎝２）です。 

 

図１                  図２ 
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次に，イの面積を考えます。図３から必要な部分をかきぬくと図４になります。図４の四角形から，半径

３㎝，中心角６０度のおうぎ形を除くと，イの部分が残ります。 

四角形 

９０度・６０度・３０度の直角三角形を２個あわせた形をしています。この直角三角形は，図５より１辺

が６㎝の正三角形の
１

６
ですから，２個で１辺が６㎝の正三角形の

１

３
になります。１辺が６㎝の正三角形の

面積は，６×６×△＝３６×△（㎝２）ですから，３６×△×
１

３
＝１２×△（㎝２）です。 

半径３㎝・中心角６０度のおうぎ形 

３×３×３.１４×
１

６
＝１.５×３.１４（㎝２）です。 

よって，イの部分の面積は１２×△－１.５×３.１４（㎝２）です。 

 

図３                 図４        図５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上より，円が移動できない範囲の面積は， 

（７.５×３.１４－３６×△）＋（１２×△－１.５×３.１４） 

＝（７.５－１.５）×３.１４－（３６－１２）×△＝６×３.１４－２４×△（㎝２）となります。おうぎ形

全体の面積は９×９×３.１４×
１

３
＝２７×３.１４（㎝２）ですから，円が移動できる範囲の面積は， 

２７×３.１４－（６×３.１４－２４×△）＝（２７－６）×３.１４＋２４×△ 

＝６５.９４＋２４×△（㎝２）です。 
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